
 

  

こんにちは、ふれディア通信編集部です。 一年で一番寒い日と言われる「大寒」を過ぎても、まだまだ寒

い日が続いていますね。 皆さんは「寒の水は薬」という言葉をご存知でしょうか？ 小寒と大寒の期間（１

/５～２/３頃）に汲まれた水は「寒の水」と呼ばれ、寒さが厳しいこの時期の水は質が最も良く、柔らかな

味でいつまでも腐ることなく保存できると言われていたそうです。 その寒の水が「薬」になる、というの

はどういうことなのでしょう？ 気になったので、ちょっと調べてみました。 冬になると空気が乾燥して

いるにも関わらず、夏に比べて水を飲む量が減りますよね。 寒いとトイレに頻繁に行きたくなるので、水

分を控えてしまう方も少なくありません。 それが健康上よくないという考えから、この言葉が作られたと

いわれているようです。 血の巡りにも関わってきますし、鼻やのどが乾燥しているとウイルスが入り込み

やすくなりますので、こまめな水分補給は健康維持に必須ということですね。 マスクをしているとのどの

渇きに気がつきにくいので、その点も気を付けましょう。 さて、２月に入ると日本各地から梅の開花が伝

えられるようになってきます。 梅や桜の開花の知らせは、自然の移ろいを感じさせてくれる季節の風物詩

のひとつでした。 しかし、気象庁が昭和２８年から行ってきた桜やウグイスなどの動植物の観測情報は、

実は今年の１月から観測する種類が大幅に削減されました。 これまでの植物３４種目、動物２３種目から

【あじさい、 いちょうの黄葉・落葉、うめの開花、 かえでの紅葉・落葉、さくらの開花・満開、すすきの

開花】の６種目へと変更になったのです。 その理由は気象台・測候所周辺の生物の生態環境が変化したた

めに標本木を確保することが難しくなったこと。 動物の季節観測についてはその対象を見つけること自体

が困難になってきたからなのだそうです。 気候変動が大きくなったり、観測地点の都市化が進んだりした

ことが主な原因とは、ちょっと寂しいですね。 モンシロチョウの初見日やウグイスの初鳴きなどの知らせ

を楽しみにしていた方も多いと思います。 ただ、これらの動植物がいなくなったわけではありません。 こ

れからは自分自身で、身近な季節の変化に目を向けて楽しんでいけるといいですね。        
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